
ColdFusion 2016 / ColdFusion Builder 2016

インストール・アップデート適用資料

目次：

ColdFusion 2016のインストールについて 1
今回のインストールのポイント ........................................................................................................1
インストーラーを入手する ............................................................................................................... 1
インストーラーを起動して ColdFusionをインストールする ...........................................................2
初期設定ウィザードの実行と ColdFusion Administrator ..................................................................8
最新のアップデータを適用する ......................................................................................................10

ColdFusion Builder 2016 のインストールについて  12
今回のインストールのポイント ...................................................................................................... 12
軽量版 ColdFusionについて ...........................................................................................................12
インストーラーを入手する ............................................................................................................. 12
インストーラーを起動して ColdFusion Builderをインストールする .............................................13
ColdFusion Builder の起動 ..............................................................................................................16
最新の更新プログラムを適用する ..................................................................................................17



ColdFusion 2016 / ColdFusion Builder 2016 インストール・アップデート資料
1.ColdFusion 2016 のインストールについて
ここでは、製品の評価・試用を目的に Windows版の ColdFusion 2016のインストーラを使ったインス
トール方法をご紹介します。
ColdFusion は有償のソフトウェアで、Enterprise Edition（エンタープライズ版）と Standard Edition
（スタンダード版）の２つのエディションがあり、運用するアプリケーションの規模やサポート環境、
使用する機能に応じてエディションを選択できます。
そのほかに、試用や個人の学習を目的とした無償の体験版（デベロッパー版）も用意されています。

1-1. 今回のインストールのポイント
• 無償利用が可能な ColdFusion2016の「評価・デベロッパー版」をインストールします。
• Webサーバーは ColdFusion2016に同梱されている「開発用Webサーバー」を利用します。
• ColdFusion 2016インストール時の「オプション」はすべて有効にします。
（ただし API Manager のインストールは行いません）

• インストール時の ColdFusionサーバープロファイルは、「開発用プロファイル」を選択します。
• そのほか ColdFusion2016 がサポートする環境に沿って行います。オンラインマニュアルの該当
ページも合わせてご参考下さい。

　　 https://helpx.adobe.com/jp/coldfusion/installing/preparing-to-install-coldfusion.html
　　 （ColdFusion をインストールする準備）

1-2. インストーラーを入手する
既に社内で ColdFusion 2016 を導入されている場合は、インストール時に使用されたインストーラー
をそのまま「評価・デベロッパー版」としてもインストールが行えます。

※ColdFusion 2016のインストーラーは、有償版（Enterprise Edition, Standard Edition）・
　無償版（評価版・デベロッパー版）ともに共通の一つのインストーラーです。インス
　トール時、またはインストール後に ColdFusion Administrator（Webベースの管理画面）で
　有効な製品シリアルを入力することで、有償版として動作させることができます。

ColdFusion2016のインストーラーをお持ちで無い場合は、ColdFusion開発元のアドビ システムズ社
のサイトより、体験（評価・デベロッパー）版をダウンロード下さい。
http://www.adobe.com/jp/products/coldfusion-family.html

ページ上部にある［体験版で始める］のリンクをクリックすると、
Adobe IDのサインイン画面が表示されます。体験版をダウンロード
するには Adobe ID（メンバーシップ （会員登録）ID）を入力してロ
グインする必要がありますので、Adobe IDをお持ちで無い方は、画
面下部の「Get an Adobe ID（英語）」から作成するか、下記のリン
クの手順に従い日本語で入力下さい。
h t tps : / / he lpx .adobe.com/ jp /x -p roduc tkb /po l i cy -p r i c ing /
cpsid_92722.html
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Adobe ID を使ってログインすると、アンケート項目が表示され、
一番下の欄にインストーラーの選択が表示されます。項目に入力・
選択の上、動作環境（OSや 64bit/32bit等）に合わせて ColdFusion
のインストーラーをダウンロードして下さい。

1-3. インストーラーを起動して ColdFusion をインストールする
1. インストーラー（画像は Windows 64bit 版

ColdFusion 2016 インストーラー）を起動
（ダブルクリック等）します。

2. 起動時に「ユーザー アカウント制御」ダイ
ヤログが表示された場合は、[続行 ]を押す
と、インストーラーが起動されます。

3. インストールウィザードのダイヤログが表
示されるまでしばらく待ちます。

4. ウィザードで使用する言語を選択します。
（[English] を選択するとインストール後の
管理画面やメッセージ、設定等が英語にな
る場合があります。日本語版としてインス
トールするために [日本語 ]を選択して進め
て下さい）
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5. 「はじめに」が表示されます。内容を確認し、
[次へ ]をクリックして先に進みます。

6. 「ライセンス契約の同意」が表示されます。
表示されているライセンス規約を確認下さ
い。インストールを進めるには、使用許諾
契約の条項に同意が必要です。

（※製品版ライセンスを入力する際は、使用許諾契
約の内容に則したインストールを行わないとライ
センス違反を招く場合がありますのでご注意くだ
さい）

7. 「インストールタイプ」画面では、製品版ラ
イセンスを導入される場合は、シリアル番
号を入力します。
アップグレード版のシリアル番号を入力さ
れた場合は、「以前のシリアル番号」にアッ
プグレード対象となった旧 ColdFusion の
シリアル番号も入力します。

開発・評価目的でインストールする場合は、
「30日間トライアル（30日経過後デベロッ
パー版となります）」か「デベロッパー版」
を選択します。

8. 「インストーラ設定」画面では、製品をイン
ストールする体系を選択します。通常は
「サーバーの設定」を選択します。

（※[JEE設定 ]は、Standard Edition では選択する
ことができない設定で、ColdFusion とは別に既に
稼働している JEEアプリケーションサーバー上へ
ColdFusionをデプロイしたい場合に選択します）
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9. （初期 ColdFusion 2016 インストーラー）
「Enterprise Editionのシリアル番号」を入力
した場合、あるいは「30 日間トライアル」
を選択した場合は、API Manager のオプ
ションが表示されます。
API ManagerはColdFusionとは別にAPIを
用いたWebサービスを公開したい場合に使
用するオプションです。今回は選択せずに
先に進みます。

（※2016 年 12 月に公開された新しい ColdFu-
sion2016インストーラーより API Managerは付属
されなくなり、このオプションも表示されません）

10.「ColdFusionサーバープロファイルを選択」
は、インストールした際の ColdFusion
Administrator のセキュリティ設定のレベル
を選択するものです。

運用環境へのColdFusionのインストールに
はセキュリティ設定が高い本番プロファイ
ルが向いていますが、試用や学習目的でイ
ンストールする場合だと開発の効率が下が
る事がありますので、今回は「開発プロファ
イル」を選択して先に進めます。

11.「サブコンポーネントのインストール」は、
オプション機能をインストールするかどう
かを選択できます。

試用・学習目的であれば、デフォルト（オ
プションがすべて選択された状態）で先に
進めても特に差し支えはありませんが、本
番環境などへのインストールの際は必要な
オプションのみ選択するようにします。

※ColdFusionサーバープロファイルで
　「本番プロファイル」を選択すると、
　「サーブレットの有効化／無効化」が表示
　されます。

　ColdFusionの機能として組み込まれている
　機能の一部をインストール時に無効にする
　ことができます。
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12. 手順 11.で “リモート起動 /停止用Adminコ
ンポーネント ”を有効にすると、「リモート
コンポーネント Administrator資格情報」が
表示されます。

このオプションは、リモートの ColdFusion
BuilderからColdFusionサーバーを起動 / 停
止することが可能となり、その際にここで
指定したユーザー名・パスワードを使用し
ます。任意のパスワードを指定します。

13. 手順 11.で「Solrサービス」「PDFGサービ
ス」「リモート起動 /停止用 Adminコンポー
ネント」のいずれかを有効にすると、それ
らオプションが動作する アドオン (Jetty)
サービスがインストールされます。その
サービスに対してリモートからの接続を行
う場合の設定が表示されます。

アドオンサービスをリモートから接続可能
にするのは、公開サイトで稼働させる場合
などにはセキュリティへの注意が必要とな
ります。今回は、そのまま（チェックをし
ないまま）[次へ ]進みます。

14. 続いて ColdFusion の設定を行います。「イ
ンストールディレクトリの選択」では、
ColdFusionをインストールする場所を指定
します。

試用・学習目的でのインストールの場合は、
特別な事情でデフォルト以外の場所にイン
ストールする必要がある場合を除き、基本
はそのままデフォルトの場所にインストー
ルします。

15.「Web サーバー／Web サイトの設定」では、
ColdFusion と IIS や Apache とを接続（コ
ネクタ設定）をインストール時に行うこと
ができます。

運用環境では IIS や Apache との接続が前
提ですが、試用・学習目的でインストール
する場合、ColdFusion に同梱されている
「内蔵 Web サーバ」も使用可能です。

今回は、「内蔵Webサーバー」を選択します。

　　　　※後からIISやApache への接続設定も可能です。
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※インストールを行う PCに以前の ColdFusion
　バージョンがインストールされていると「以前の
　ColdFusionインストールの検出」が表示されます。

　以前の ColdFusionとWebサーバー（IIS/Apache）
　との接続が残ったまま「Adobe ColdFusion 2016
　用にWebサーバーを設定（推奨）」を選択すると、
　古いバージョンの設定は残ったまま新しいバージョ
　ンの設定が上書きされ、ColdFusionとWebサーバー
　との接続で問題等が発生する恐れがあります。

　その場合は、この時点では「内蔵Webサーバーの
　有効化（共存）」を選択し、旧バージョンの設定を
　削除してから IIS/Apacheとの接続を行います。

16.「内蔵Webサーバー（開発用のみ）」を選択
すると、「内蔵Webサーバーのポート番号」
を変更するダイヤログが表示されます。

デフォルトのポートは 8500 です（以前の
ColdFusion バージョンが起動している場合や既に
8500ポートが使用されている場合は、それ以降の
ポート番号となります）。デフォルト以外の
ポート番号を指定したい場合は別のポート
番号を入力して下さい。

今回は、このまま表示されたポート番号を
使用します。

17. ColdFusion Administrator（Web ベースの
ColdFusion管理コンソール）にログインす
るためのパスワードを入力します。

ColdFusionのインストールが終わった後に
実行する初期セットアップウィザードで
も、このユーザー名・パスワードを使用し
ます。任意のパスワードを指定して [次へ ]
進みます。

（本番プロファイルを選択した場合はログ
インユーザー名の変更も可能です）

18.「RDSの有効化」では ColdFusion Builderか
ら ColdFusion に接続する機能の [ 有効化 ]
とパスワードを指定します。

ColdFusion Builder上で ColdFusionに登録
されているデータベース接続の確認や、デ
バッガの実行など、試用・学習を目的とし
た機能です。

（※本番環境では RDSを無効にすることを強くお
勧めします。運用環境に対してリモートからの接
続を有効にしていると、アタッカーなどの攻撃の
手段を提供する懸念が生じます）
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19.「サーバーアップデート」機能を有効にする
と ColdFusion Administrator へログインし
た際に新しいアップデートがリリースされ
ていないかを自動的にチェックします。新
しいアップデータが見つかった場合は画面
右上に通知アイコンを表示します。

制限のあるネットワーク配下などで使用す
る場合を除き、このまま有効な状態で [ 次
へ ]に進みます。

20. インストール前の最終確認の画面が表示さ
れます。ここまで設定・選択した内容につ
いて、確認することができます。

内容を確認して正しければ [インストール ]
を押すと、ColdFusionのインストールが開
始されます。設定内容の変更等を望むとき
は、該当する項目まで [戻る ]か [キャンセ
ル ]を押して最初からやり直します。

21. ColdFusion 2016 のインストールが開始し
ます。終了するまでしばらく待ちます。

22. インストール処理が終了すると、「インス
トール完了」画面が表示されます。

インストールが正しく完了した場合は、設
定ウィザードへのログインメッセージが表
示されます。もし、何らかのエラーメッセー
ジが表示されている場合は、その内容に従
い確認を行って下さい。

[完了 ]を押すと、ブラウザが開き設定ウィ
ザードが起動します。
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1-4. 初期設定ウィザードの実行と ColdFusion Administrator
1. ブラウザが開き、「設定ウィザード（設定の
移行ウィザード）」の実行画面が表示されま
す。

初期セットアップを進めるにはログイン認
証が必要です。先の手順 17. で入力した、
ColdFusion Administratorのパスワードを入
力して下さい。。

2. 設定ウィザードが起動します。ここで、イ
ンストール時に指定した各種設定やオプ
ションのインストールが行われます。処理
が完了するまでしばらく待ちます。

3. ColdFusion 9～11がインストールされてい
る PC に ColdFusion 2016 をインストール
した場合、設定の「移行」画面が表示され
ます。

旧バージョンで行っているデータソースの
設定やメール など Administrator の設定を
ColdFusion 2016 に移行するかどうかの確
認画面が表示されます。

設定を移行する場合は、[次へ ]を押し、「エ
クスポート」 → 「インポート」の順に手順
を進めて下さい。

設定は移行せず、新規の状態でインストール
を行いたい場合は、[スキップ ]を押して下さ
い。
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4. 処理が完了すると、「セットアップが完了し
ました」というメッセージが表示されます。
[OK]を押すと、ColdFusion Administratorが
開きます。。

5. インストール処理が終了すると、ブラウザ画面が ColdFusion Administraot に切り替わります。

ColdFusion Administrator は ColdFusionベースのWebサイト（index.cfmページ）です。すなわ
ち、この画面が表示されていれば ColdFusionの動作確認にも繋がります。

ColdFusion Administrator では、データベースとの接続設定やスケジュールタスクの登録、デバッ
グ等、ColdFusionに関するほとんどの設定を行うことができます。
今回は試用・学習を目的に自 PCにインストールしているため、最低限のログイン認証（パスワー
ドのみを入力）になっていますが、本番運用や社外公開サイトで使用する場合は、ユーザー /複雑
なパスワードの指定のほか、アクセス元の限定（IP アドレス制限等）を行い、想定外のユーザー
によるログインを防ぐ対策を行います。
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1-5. 最新のアップデータを適用する
製品のリリース後に判明した不具合の修正のプログラムなどは、原則 ColdFusion Administrator から
インストール可能なアップデータの形で提供されます。
アップデータは累積で提供されるため、最新のアップデータを適用すればそれまでのアップデータが
含まれた形でシステムに適応することが可能です。
アップデータの情報はメーカーサイトにて公開されています。こちらでリリースされているアップ
データに関する情報（例：アップデータのリリース一覧、修正された不具合情報、追加の手順がある
場合はその情報等）が掲載されています。
https://helpx.adobe.com/coldfusion/kb/coldfusion-2016-updates.html

上記は、英語サイトですが、参考情報が ColdFusion Associates のよくある質問（FAQ）で公開され
ています。合わせて御覧ください。
http://cfassociates.samuraiz.co.jp/index.cfm/faq/coldfusion2016/

アップデータ適用手順：
1. ColdFusion Administrator にログインします。ColdFusion の
インストール時に「サーバーアップデート」機能（手順 19.）
を有効のままインストールを行われた場合、ColdFusion
Administratorからアップデータサイトに通信が行われ、最新
のアップデータが見つかった際に画面右上で通知が行われ
ます。

2. Administrator 左側のメニュー一覧
の「サーバー更新」-『更新』を選
択すると、サーバーの更新画面が
表示されます。

[ 使用できるアップデート ] タブに
アップデートの『ダウンロード』か
『ダウンロードとインストール』を
行うボタンがあります。

通常は『ダウンロードとインス
トール』ボタンを押し、アップデー
タのダウンロード後、そのままイ
ンストールを行います。

3. 『ダウンロードとインストール』ボ
タンを押すと、確認ダイヤログが
表示されます。

アップデートのインストールの
際、ColdFusion は自動的にサービ
スの停止と再起動が行われます。

運用中のシステムの場合などは、
ColdFusion の再起動により運用中
のサービスが停止する恐れがあり
ますので、適用のタイミングにご
注意下さい。
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4. ダウンロードが始まり、進捗バー
が表示されます。ダウンロードが
完了すると、続けてインストール
が開始されます。

進行状況情報ダイヤログが表示さ
れます。「サーバーは再起動されま
した。インストールされたアップ
デートを表示するには、「OK」をク
リックしてください。」が表示され
るのをお待ち下さい。

タイミングによってはブラウザの
エラー画面に切り替わる場合があ
ります。その場合はページの更新
（[Ctrl]+[F5]）を押して下さい。

5. [OK] ボタンを押すか、ブラウザの
ページの更新（[Ctrl]+[F5]）を行う
と、ColdFusion が再起動されたた
め、ログインダイヤログが再び表
示されます。

再度、ログインを行って下さい。

6. 「サーバー更新」ページが再び表示
されます。

[ インストール済みアップデート ]
に、適用したアップデータが表示
されたら、アップデータの適用は
完了です。

アップデータの適用によって問題
等が発生し、適用前に戻したい場
合は、[ アンインストール ] ボタン
を押すと、ColdFusion をアップ
データ適用前に戻すことができま
す。
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2.ColdFusion Builder 2016 のインストールについて
続いて、やはり試用・学習目的に Windows版の ColdFusion Builer 2016のインストール方法をご紹介
します。

ColdFusion Builder は、ColdFusion 開発者向けに用意された開発エディタです。ColdFusion Builder
は、Eclipse と呼ばれるオープンな開発プラットホーム上で動作し、ColdFusion の開発がし易いよう
画面配置やコードヒント、デバッグなどの機能が用意されています。
ColdFusion Builderも有償のソフトウェアですが、ColdFusion 2016 Enterprise Edition / Standard Edi-
tion を購入すると（エディションや購入数に応じて）ColdFusion Builderライセンスが付属します。そ
の他にも 60日間の試用を目的とした無償の体験版が用意され、評価期間は有償版と同じ機能を利用可
能です。評価期間終了後は機能が制限されるものの 基本的なコードエディタとして引き続き利用が可
能な Expressエディションとして動作します。

2-1. 今回のインストールのポイント
• ColdFusion Builder 2016の「体験版（トライアル）」をインストールします。
• ColdFusion Builder 2016にバンドルされている 軽量版 ColdFusionもインストールします。
• 標準インストール形式でインストールします。
（既存の Eclipseへのプラグイン形式ではインストールしません）。

2-2. 軽量版 ColdFusion について
ColdFusion Builder 2016には軽量版のColdFusion Express がバンドルされており、ColdFusion Builder
のインストール時に合わせてインストールする事が可能です。軽量版 ColdFusion Express は、迅速に
セットアップおよび実行する開発者に向けて提供されており、上記 1. でご紹介したようなインストー
ルウィザードを使用せずに ColdFusionの動作環境をインストールできます。

軽量版 ColdFusion Expressは、デモや開発を利用目的としており、本番環境として利用することはで
きません。また、軽量版のため ColdFusion サーバーの機能の一部は使用できないなどの制限がありま
す。詳しくは下記をご覧下さい。
（https://helpx.adobe.com/jp/coldfusion/installing/installing-coldfusion-express.html）

2-3. インストーラーを入手する
ColdFusion Builder 2016のライセンス版のインストーラーをお持ちの場合は、そのインストーラーを
使って自分の PCに「体験版（トライアル版）」としてインストールできます。

※ColdFusion Builder 2016 のインストーラーは、ライセンス版・体験版（トライアル版）ともに共通
の一つのインストーラーです。インストール時、またはインストール後に有効な製品シリアルを入力
することで、ライセンス版として動作させることができます。

インストーラーをお持ちで無い場合は、アドビ システムズ社のサイトより、体験版（トライアル版）
をダウンロード下さい。
http://www.adobe.com/jp/products/coldfusion-builder.html
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2-4. インストーラーを起動して ColdFusion Builder をインストールする

1. インストーラー（画像は Windows 64bit 版
ColdFusion Builder 2016 インストーラー）
を起動（ダブルクリック等）します。

2. 起動時に「ユーザー アカウント制御」ダイ
ヤログが表示された場合は、[続行 ]を押す
と、インストーラーが起動されます。

3. インストールウィザードのダイヤログが表
示されるまでしばらく待ちます。

4. ウィザードで使用する言語を選択します。
（[English] を選択するとエディタ画面や
メッセージが英語になります。日本語で表
示するために [ 日本語 ] を選択してインス
トールを進めて下さい）

5. 「開始画面」が表示されます。内容を確認し、
[次へ ]をクリックして先に進みます。
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6. 「使用許諾契約」画面が表示されます。表示
されているライセンス規約を確認下さい。
インストールを進めるには、使用許諾契約
の条項に同意が必要となります。

（※製品版ライセンスを導入する際は、使用許諾契
約の内容に則したインストールを行わないとライ
センス違反を招く場合がありますのでご注意くだ
さい）

7. 「インストールタイプの選択」では、ColdFu-
sion Builderを「スタンドアローン（単体構
成）」としてインストールするか、既に
Eclipse が導入済みの環境に ColdFusion
Builderをプラグインとして追加するかのど
ちらかを選べます。

通常は「ColdFusion Builder 標準インス
トール（スタンドアローン）」を選択します。

8. 「インストールフォルダーを選択」画面で
は、ColdFusion Builderのインストール先を
指定します。

デフォルトのディレクトリ以外の場所を指
定する場合は [選択 ]ボタンを押してインス
トール先を指定して下さい。

9. 「バンドルされた ColdFusion サーバーをイ
ンストール」では、軽量版の ColdFusion
Express のインストールの有効/無効を指定
できます。デフォルトの Web サーバーの
ポート番号は 8600 になります。入力する
パスワードは ColdFusion Administrator と
RDS のログイン・接続に用いられるパス
ワードです。

今回は「ColdFusionサーバーをインストー
ル」を有効のまま、任意のパスワードを指
定して [次へ ]進みます。
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10.「Adobe ColdFusion Builder 2016を設定」で
は、.cfm 及び .cfc の拡張子を ColdFusion
Builder に関連付けるかどうかを選択しま
す。関連付けると、それら拡張子のファイ
ルをダブルクリックすると、ColdFusion
Builder が開きます。

別のテキストエディタ等でそれらファイル
を開いて作業を行うことを前提としている
場合には不便を招く場合もありますので、
使用環境に応じて選択して下さい

11.「インストールタイプ」では、製品版のシリ
アル番号をお持ちの方は、[ シリアル番号 ]
に番号を入力して下さい。

評価を目的にインストールする場合は、[60
日間のトライアル ] のチェックボックスを
選択します。

12.「インストールの確認」画面では、ここまで
選択した内容について確認することができ
ます。[インストール ] を押すと、ColdFusion
Builder 2016 のインストールが開始されま
す。

設定内容の変更等を望むときは、該当する
項目まで [戻る ]か [キャンセル ]を押して
最初からやり直します

13. ColdFusion Builder 2016のインストールが
開始します。終了するまでしばらく待ちま
す。
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14. インストール処理が終了すると、「インス
トール完了」画面が表示されます。

何らかのエラーメッセージが表示されてい
る場合は、その内容に従い確認を行って下
さい。[完了 ]を押すと、インストーラーが
終了し、ColdFusion Builder が起動します。

後から起動する場合は、デスクトップに設
置されたショートカットを利用するか、OS
の [ スタート ] メニューから [Adobe] ⇒
[Adobe ColdFusion Builder 2016]⇒「Adobe
ColdFusion Builder 2016」で開くことがで
きます。

2-5.ColdFusion Builder の起動
1. ColdFusion Builder 2016 を起動すると、
ワークスペースの選択が表示されます。

ColdFusion Builder はプロジェクトと呼ば
れる機能でColdFusionのサイトを管理する
ことができますが、プロジェクトの登録時
にフォルダーの場所を指定できますので、
ここで無理にワークスペースを定める必要
はありません。 [OK]を押して先に進めます。

2. ColdFusion Builder の画面が開きます。

3. デフォルトでは、起動時に「ColdFusion Builder はじめに」の画面が表示されます。画面上部のタ
ブを閉じる（×ボタン）とエディタ画面が表示されます（次の起動から「ColdFusion Builder はじ
めに」を起動したくない場合は、左下にある [次回から表示しない ]をチェックして下さい）。
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2-6. 最新の更新プログラムを適用する
ColdFusionと同様に、エディタ製品の ColdFusion Builderにも更新プログラムが公開される場合があ
ります。こちらの修正プログラムも、原則、手作業でパッチをあてるような作業はなく、ColdFusion
Builderから適用が可能です。

アップデータ適用手順：
1. ColdFusion Builder を起動すると、画面右下に「更新が利用
できます」というメッセージボックスが表示される場合があ
ります。
このメッセージが表示されると、お使いのColdFusion Builder
に適用可能な更新プログラムが見つかった事がわかります。

2. 更新を確認する手段はいくつかあります
が、ここでは、上部メニューの一番右の
「ヘルプ」-『アップデートを確認』を選択
する方法をご紹介します。

3. 『アップデートを確認』を選択すると、「更
新」ダイヤログが表示され、確認された
最新の更新プログラムが表示されます。

（右の画面は、アップデート３相当の更新
が確認されました）

下にある２つのボタンのうち（表記が適
切ではありませんが）[終了 ]ボタンを押
すと、更新プログラムの適用が開始しま
す。

更新を行いたくないときは [キャンセル ]
を押すか、右上の × を押してダイヤログ
を閉じます。

4. 「ソフトウェアを更新中」のダイヤログに
切り替わり、更新処理が開始されます。し
ばらくそのままで処理を待ちます。
17 2016 Samuraiz Corporation



5. 途中で「セキュリティー警告」ダイヤロ
グが “何度か ”表示されます。更新の一部
に署名のないコンテンツが含まれている
のが理由ですが、今回の更新プログラム
はメーカーから提供された正規のプログ
ラムであるので、そのまま先に進めます。

（表記が適切ではありませんが）[OK]を押
すと、インストールの続きが実行されま
すので再び待ちます。

6. 更新作業が完了すると、再起動の確認ダ
イヤログが表示されます。すぐに再起動
を行っても良い場合は、[はい ]を押して
更新作業を完了して下さい。

7. ColdFusion Builder の再起動後、上部メ
ニューの一番右の「ヘルプ」-『製品の詳
細』を選ぶと ColdFusion Builder のバー
ジョンを確認できます。

今回は、アップデート 3 相当を適用した
ため、バージョンが 3.1.3にあがった事が
確認できます。
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